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１．はじめに 
 

現在、情報化社会の進展に伴い、あらゆる領

域で非常に多くの情報が生成、蓄積されるよう

になってきたが、必要な情報を早急に入手する

ことは難しい。利用者が必要な対象に関する情

報を、必要なときに、必要な場所で、必要に応

じて簡単かつすばやく引き出せる方法を確立す

ることは、情報化社会において重要な課題であ

る。本研究では特に空間にリンクされた情報に

注目し、複数の利用者が必要な場所で必要な情

報にアクセスし、利用者間で共有するしくみに

ついて検討を行った。具体的には PlaceEngine

を用いた位置情報取得機能と携帯プロジェクタ

による情報提示を結合したプロトタイプを構築

し、位置情報に基づいた情報共有手法の実用性、

有用性に関する検討を行った。 

 

２．携帯型情報投影システム 
 

 本研究の目的は、必要な情報を、必要なとき

に、必要な場所で、必要に応じて、対象から引

き出す方法を実現することである。この際、携

帯端末等を用いた情報提示ではなく、目の前の

対象物が直接情報を提示することで、複数人の

利用者が情報を共有できる方法を検討している。

例えば、目の前の人間に関する情報を知りたけ

れば、人自身から情報が出力され、建物に関す

る情報が知りたければ建物自身が情報を提示す

る、あるいは博物館の展示物の情報を知りたけ

れば展示物自身から情報が出力されるという方

法である。 

 このような情報出力を実現するためのデバイ

スとして、本研究では携帯型プロジェクタの利

用を想定している。プロジェクタは、情報を提

示するだけではなく、利用者が知りたい情報の 

 

 
対象に向けることで対象を指定するポインティ

ングの手段としても同時に利用できるという利

点がある。 

本論文では、上記のコンセプトを実現するた

めの最初のステップとして、空間内の位置に基

づいた情報の共有を行うためのプロトタイプシ

ステムの開発を行った。 

 

３．プロトタイプの製作 
 

空間内で現在位置を取得する方法としては、

GPS、無線 LAN、可視光通信等、様々な方法が利

用可能であり、それぞれ有効な利用分野があげ

られる。本研究では屋内における位置情報の利

用を想定するため、無線 LAN を利用した

PlaceEngine を利用した。PlaceEngine はソニー

コンピュータサイエンス研究所で開発された技

術で、Wi-Fi を用いて、周囲にあるアクセスポイ

ントからの電測情報を得て、緯度、経度、ある

いは建物内にいる場合は階数の情報を取得する

[1]。 

一方、空間内で情報共有が可能な情報提示手

法として、携帯型プロジェクタを使用した[2]。

空間にリンクされた情報は、手元の端末ではな

く空間内に提示する方法が直感的である。プロ

ジェクタの利用は、情報がリンクされた空間に

直接情報を投影できる点と多人数での情報共有

に適した方法である。また必要な対象を選択す

る際にプロジェクタの出力光を用いてポインテ

ィングデバイスとして利用できる点も見据えて

いる。 

本研究では、PlaceEngine を搭載した携帯端末

として Sony vaio typeP、携帯型プロジェクタ

として ADTEC AD-MP15A を使用し、これらを結合

した携帯型情報投影システムのプロトタイプの

構築を行った。図 1 にプロトタイプシステムの

概観を示す。 

携帯型情報投影システムのソフトウェアに関

しては、通信プロセスと情報提示プロセスから

構成されている。通信プロセスは PlaceEngine

サーバと通信を行い、緯度、経度、階数等の位

置情報を受け取り、この情報を検索キーとして

空間位置とリンクされた必要な情報をネットワ

ーク上のデータベースから取得する。 
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その他の応用システムとしては、災害時行動

支援システム、インタラクティブ電子広告等が

考えられる。災害時行動支援システムは、災害

時の状況を検知し、災害情報のリアルタイム提

示や避難誘導を行う。インタラクティブ電子広

告は、電子広告の対象を不特定多数に配るので

はなく対象を制限して配ることにより、必要な

情報を必要な人へ配信することが可能になる。 

情報提示プロセスは位置情報をキーにデータ

ベースから取得した出力情報を携帯プロジェク

タから出力する。今回のプロトタイプシステム

では位置情報とリンクされたデータファイルを

取得し、そのファイルの内容を出力表示してい

る。この際、データへのアクセスには HTTP のプ

ロトコルを用いており、ネットワーク上から必

要なデータファイルを受け取り、出力する形態

となっている。  

 

 

 
図２ 教室の利用状況管理システムの様子 

図 1 携帯型情報投影システムの構成 
 

 
おわりに 

４．システム評価  
 

 
 本研究では空間にリンクされた情報を検索し

共有するため、携帯型情報投影システムのプロ

トタイプの開発を行ったが、このシステムはプ

ロジェクタの新しい利用方法についての提案を

行っている。従来のプロジェクタは単に情報を

出力するために使われるのが一般的であったが、

小型化に伴い携帯が可能になり、空間とリンク

した情報提示、情報共有のためのデバイスとし

て利用することが可能になってきた。 

 本システムの応用領域に関する検討評価とし

て、位置検出精度についての計測実験を行った。

PlaceEngine の位置検出精度は利用環境によって

大きく異なるため、実際に利用を想定している

大学の建物内で計測を行った。まず PlaceEngine

への位置情報登録については、建物内の廊下で

５m 間隔のポイントで登録を行った。次にこの位

置情報データを元に、現在位置の検出を行った

ところ、１０m 間隔の観測点では概ね位置の識別

が可能であった。この結果から、本システムの

位置検出精度としては最大１０m 程度までが利用

可能と判断することができ、これをもとに応用

領域を検討する必要がある。 

 今後の課題としては、位置情報の精度を上げ

るとともに、画像処理やタグ情報を利用するこ

とで情報を引き出す対象物を認識する方法を構

築することがあげられる。 
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から引き出して参照することが可能になる。 
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